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ロータリーは機会の扉を開く 

 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなのためになるかどうか 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

事務所 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 高槻阪急 6 階 

    TEL 072-683-1158  FAX 072-683-1174 

    URL  http://www.takatsukirc.org/ 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 高槻阪急 6 階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 井前憲司 幹事 内本繁 クラブ運営委員長 長山正剛 会報担当副委員長 坂野信一 
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高槻ロータリークラブ 

 

6月はロータリー親睦活動月間 

 ◎会長メッセージ 

 

コロナ第 4 波の禍中、収束はまだ先が見通せない状
況です。ワクチン接種の普及が解決の鍵でしょうが、
会員の皆様はワクチン接種の状況はいかがでしょう
か。私も予約のため 2 時間半並びましたがうまくいき
ませんでした（その後娘が何処かで予約してくれたの
で 6 月中には完了しそうです）。 
 さて 4月 28日 IM2組の西川ガバナー補佐がコロナの
中でロータリークラブとしての活動に代わる案につい
て地区提案を作成されたので、それを会議所の場所を
お借りして説明を受けました。ポイントは、コロナ禍
で困っておられる方々をRCとしてどう支援できるかに
ついてです。我々が外出自粛制限を受ける中で支援活
動も制約されていました。一方、各クラブでは例会休
止や委員会活動の中止によって余剰金がでています。
地区は、それを資金面で困っておられる方に振り向け
てはとの提案でした。これをうけて、早速 3 役で何が
出来るかを相談しました。添付の内容でまず支援でき
るのではないかと会長試案を作成し前回の理事会には
かりました。一口に支援といっても事実困っておられ
る方は非常に多く、またコロナ禍での緊急対応という
ことで、対象を絞らざるを得ませんでした。支援対象
の選定基準は、先ず認知度・活動目的がはっきりして
おり、予算報告などをきちんと行っている団体である
こと、対象地域は国内であることとして選びました。
剰余金の使途や額については会員の方々が、納得いた
だけるものでなければならないのは当然です。時間を
かける必要があるかも知れませんが、前代未聞の災難
を前にして、日々の食事に窮しておられる方々がおら
れます。すべての方々に手を差し伸べることはもちろ
ん不可能ですし、継続的には政治の仕事と思います。
しかし、RC として決定を先送りしていいものか、との
思いで理事会にて提案し、討議いただく予定でした。
結果は討議時間の関係で添付資料の会長提案は限られ 

◎臨時休会のお知らせ 
・大阪府への緊急事態宣言の期間再延長を受け、

6/9(水)・16(水)の例会は休会とさせていただきます。
6/23(水)以降の例会につきましては、食事なしの時短
例会（12：30～13：15）での開催を予定しております。 

 
 
◎各記念月御祝に該当の会員の皆様へ 
・この度は、おめでとうございます。誕生記念御祝・結
婚記念御祝・入会記念御祝・創業記念御祝の御祝の品
は、全てクオカードに変更し、ご自宅へ郵送させてい
ただきます。ご了承いただきますようお願い申し上げ
ます。 

 
 

６月度 記念月御祝 
 
 ◎誕生記念 

   片山 美智子君     藤田 貴子君  
 
 ◎結婚記念 

   長山 正剛・由美御夫妻   30 周年 

   浜田 哲也・豊子御夫妻   25 周年 
    
 ◎入会記念 

   倉本  進君        39 周年 

   赤羽  卓君         1 周年 

   浜田 哲也君         1 周年 

   森木 亮二君         1 周年 

創業記念月御祝 
 

 長井 正樹君  ㈱高浄 

    S.44.6.2     52 周年 
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  た時間の中で実行するには少し厳しく、撤回していま
す。しかし時間的には厳しかったかも知れませんが 100
年に一度と言われる非常時での対応について、柔軟性と
敏速性が求められたのかも知れません。ポール・ハリス
さんは、「私たちは自己満足してはならないし、思考力
を硬直化させてはならない」、つまり、先人達が経験し
ていない事態については、思考回路を柔軟にして行動す
べきといっています。コロナ禍での事態は地区が提案す
る内容が私は相応しいと思っています。金銭についての
奉仕活動は、米山や財団で継続的に行っていますが、今
回の会長提案をご覧いただき更にインパクトのある奉
仕活動に繋がればと思っています。 
これで会長の時間を終わります。 

 
 
※添付資料【資金援助のための会長提案】 
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 ◎幹事報告 

・6 月ロータリーレート 1 ドル：109 円 
・5/31(月)にメールもしくは FAX にてご連絡致しました
が、緊急事態宣言が 6/20(日)まで再延長されることを
受けて、緊急事態宣言中(6/16 の例会まで)は引き続き
例会を休会することにいたします。今年度最終月とな
っての休会再延長となりますが、ご了承くださいます
ようお願いいたします。なお、緊急事態宣言が
6/20(日)で明けましたら、年度末となり残り少ない例
会となっておりますので、6/23(水)の例会から再開し
たく存じます。今後につきましては、状況に応じて対
応していくことになりますのでご了承くださいます
ようお願いいたします。また当面、会員の皆様とお会
いすることができなくなりますが、引き続きご自愛く
ださいますようお願い申し上げます。 

 
 
◎委員会報告 

〇クラブ研修委員会           藤井 敏雄 
・ロータリーの友 6 月号推薦記事 
１．今月の特集記事は「環境」です。 

   従来の重点６分野に加え、このほど環境が加えら
れ７分野となりました。その重要性は説明を待ちま
せんが、世界各地のロータリアンの活動が紹介され
ています。最後に、環境を重点分野に加えられたマ
ーク・マローニー前会長へのインタビュー記事があ
ります。その経緯、重要性と目的が詳しく語られて
います。 

２．侃侃諤諤 新型コロナ体験 得たこと 失ったこと 
今月は親睦活動月間ですが、それに関する記事は

ありません。コロナ禍で致し方ありません。悲喜こ
もごも（喜は少いでしょうが）各地のロータリアン
の体験の記録です。 

３．連載コミック「ポール・ハリスとロータリー」 
   職業奉仕をロータリーの理念とする「理論派」と、

人道奉仕を唱える「実践派」の確執は抜き差しなら
ぬものとなりました。そんな中で開かれた１９２３
年のセントルイス国際大会で融和が図られました。
これは、単なる妥協ではなく議論を尽くして、両派
が納得できるロータリー精神を創り出したもので
す。この経緯は、私にも初めて知った内容もありま
した。ロータリアンにとって重要なことですので、
是非一読ください。 

 

 


